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＊題字「ひがしさが」　平野  長煕  名誉院長  書

　平成29年春の叙勲において、当院元院長の下山孝俊先生が瑞宝中綬章を受章さ

れました。下山先生は、昭和39年３月長崎大学医学部を卒業後、外科を専攻され、

国立病院、長崎大学等の公的医療機関中心に研鑽を重ねられています。平成９年４月

国立療養所東佐賀病院の外科医長として入

職され、翌年に副院長、平成13年4月より院長

に就任されました。先生はその豊富な経験と

見識を活かした経営手腕により病院運営に

尽力され、佐賀県東部唯一の公的医療機関の

長として地域のニーズに応えるべく診療機能

の充実に努められ、地域医療に貢献されま

した。平成16年４月からの全国の国立病院、

療養所の独立行政法人化決定に伴い、国立

病院機構東佐賀病院として新たなスタートを

切るにあたり、より一層のリーダーシップを発

揮しながら、国立病院機構の一員として進む

べき道を示され、職員ならびに地域の医療機

関とともに、佐賀県東部の医療環境の向上に

も多大な貢献をなさいました。

　今回の受章は、長きにわたり、公的医療機関

としての当院の発展に尽力された幾多の功績、

併せて地域医療に貢献された功績が高く評価

されたものであり、誠に喜ばしく心からお慶び

申しあげます。

下山孝俊元院長　瑞宝中綬章受章
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看護部長　中村　弘子
　定年の年に表彰を受けることになりました。以前は、「10年ひとむかし」と言っていたので、３

段階に昔話ができるということか…と思い返すと、確かに、国の時代からこれまで、医療の体制も

社会も大きく変化しているなと思います。看護師歴としては、39年です。その時々の役割を充分に

果たせたかと問われると難しい所ですが、当初看護師になるとは思いもしなかったので、これほど

継続出来たことには我ながら感心しています。

　看護師という職業に就いたからこそ、医療や看護について学ぶ機会を得ることになり、NHOに在

籍したために、さまざまな経験をさせていただき、多くの方々と知り合えたことを、今はとても感謝

しています。目先の事だけに必死な時もありましたが、いつも周囲の職員や患者様方と喜怒哀楽をと

もにしながら進んできたように思います。また、九州各地の観光のおまけつきでした。私の周りにい

てくださった方々、本当にありがとうございました。もうしばらくよろしくお願いいたします。

永年勤続表彰を受けて

30年以上表彰者　
・看護部長	 中村　弘子
・臨床検査技師長	安尾　正信
・看護師	 山下　真利子
・看護師	 大山　由美子
・准看護師	 田熊　和子

20年以上表彰者　
・外科医長	 辻　博治
・栄養管理室長	 松谷　智子
・看護師長	 大塚　真由美
・看護師	 内川　恵美
・看護師	 牟田　真由美
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外科医長　辻　博治
　この度永年勤続表彰を受けるにあたり国立病院（現国立病院機構）に勤務し20年の歳月が経過し

たことを改めて思い起こします。平成９年４月、旧文部省管轄の長崎大学第一外科文部教官より旧厚

生省管轄の旧国立長崎中央病院：略して長中（現長崎医療センター）へ異動となりました。当時、長

中には呼吸器外科が無く古川外科部長から綾部教授へ依頼があり異動したことを思い出します。病院

は老朽化し野戦病院の様を呈していましたが、活気に溢れ研修医の先生たちも救急車が入ると研修医

部屋（タコ部屋）から我れ先に駆けつけていました。私自身、肺がんに対する根治術、縦隔腫瘍、良

性肺腫瘍、胸部外傷など多くの貴重な症例を経験することが出来ました。平成22年４月、東佐賀病

院に異動し現在に至っています。医療界を取り巻く環境は激変し、今後も大きく変容していくものと

思われます。地域に根ざした良質な医療を提供し地域医療の発展に貢献できることを望んでおります。

11病棟看護師　山下　真利子
　この度は、永年勤続表彰を頂き有り難うございました。入職して約33年、本採用になって30年

と早いものです。

　最初は12病棟に配置で年配スタッフが多く、厳しく、また、優しく指導していただきました。そ

の当時は10～20代の患者様が多く○○ちゃんと家族の様な想いで関わっていましたが、最近は時

代の流れとともに○○さんと呼ぶようになり、ちょっぴり淋しい気持ちです。

　今は、仕事、畑仕事、介護と忙しい生活を送っていますが、ストレス発散のため始めた畑仕事が

とても楽しく、収穫出来たときの喜びは嫌な気持ちもふき飛びます。皆さんもストレス発散のため

に何か取り組みましょう。

　東佐賀病院での看護師生活も後残り数年ですが精一杯頑張っていきたいと思います。

永年勤続表彰を受けて

永年勤続表彰を受けて
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　看護の日は、近代看護を築いたフローレンス・ナ

イチンゲールの誕生日にちなみ、毎年5月12日の国際

ナースデーとして、日本で制定された記念日としての

名称です。

　メインテーマの「看護の心をみんなの心に」を掲げ、

東佐賀病院では平成29年５月10日に看護の日のイベ

ントを開催しました。72名の方の参加を頂き、来場者

数記録を更新することができました。

　今回、気軽に看護にふれていただけるように、１．

血糖測定　２．骨密度測定　３．補助食品紹介　4．

ロコモ体操　5.栄養相談　6.病棟紹介のポスター掲示

を行いました。また、昨年の会場よりもわかりやすい

場所への変更や案内係を玄関近くに配置し、スムーズ

に誘導できる体制をとりました。会場までの廊下には

看護の日に興味を持っていただけるよう病院スタッフ

の笑顔の写真を提示しました。

　また、日頃から健康に関して不安や疑問に思ってい

ることに対応できるよう栄養士、看護師などの専門家

による健康相談を行いました。『この機会に生活を見

直そう』『無料で相談に乗ってもらえるの？』『丁寧な

健康に対してのアドバイスでした』などの喜びの言葉

を頂きました。骨密度測定は測定する機会が少ないた

めか、人気が高く、待ち時間が出るぐらいの大盛況で

多くの来場者に興味を持っていただけました。

看護の日を開催して 看護部サービス向上委員会　
副看護師長　樋口　昌宏
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　来場者からは『来てよかった』『ためになった』

と笑顔でねぎらいの言葉を頂き、参加したスタッフ

も地域の皆様と楽しくふれあうことができ、また、

笑顔が見れたことで看護の素晴らしさを確認でき、

充実した時間となりました。

　看護の日のイベントを通して『看護の心』を皆様

に知っていただき、また皆様と繋がっていけるよう

に、これからも『看護の日』のイベントを継続して

いきたいと思っています。

　リハビリテーション科は、一般病棟の２階にあり、

広くて明るいリハビリテーション室です。数多くの

ベッド・平行棒・トレーニング機器・ADL訓練室・言

語室などを配置し、一般病棟・地域包括ケア病棟・重

度心身障害児者病棟の患者様を対象に日々リハビリを

実施しています。

　本年度は、重度心身障害児者病棟へのリハビリ介入

スタッフの増員・心臓リハビリの再開・褥瘡ラウンド・

褥瘡委員会への参加と、より一層「チーム医療」に取

り組んだリハビリの提供を行っていきたいと考えてい

ますのでよろしくお願い致します。リハビリについて

疑問なことがありましたら、ひと声かけて頂くと幸い

です。

　リハビリテーション科は、医長１名・理学療法士９

名・作業療法士４名・言語聴覚士２名（平成29年６月

現在）で構成しています。その内、3学会合同呼吸療

法認定士６名・心臓リハビリテーション指導士４名が

おり、より専門性に特化した良質なリハビリの提供を

行っていけるよう科全体で日々研鑚していきます。

　院内・地域の職員の方々、東佐賀病院のリハビリテー

ション科を宜しくお願い致します。

運動器（Ⅰ）・呼吸器（Ⅰ）・脳血管（Ⅰ）・
心大血管（Ⅰ）・障害児（者）の施設
基準を取得しており、整形外科・外科・
内科・小児科と幅広い分野でのリハビリ
を行っています。

リハビリテーション科のご紹介 理学療法士
濵　洋介
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　菜の花や桜の花びらが色づく春のなごやかな季節、

救護班の看護師として「さが桜マラソン2017」に参

加しました。当日は天候にも恵まれ、ランナーの方々

と同じくらいのわくわく感と少しの緊張感で、担当の

救護所である吉野ヶ里公園に待機しました。救護所で

は他施設の医師や看護師、理学療法士、大会事務局の

スタッフ、ボランティアスタッフなど多くの関係者で

打ち合わせをしました。救護関係では、定置AED係、

移動AED係（自転車で移動する!!）、救護車、コース

移送車の配置など入念な準備と万全な救護体制に、今

年で28回目の開催になる佐賀県の意気込みを感じま

した。救護内容は、主にケガの処置や脱水による点滴

処置などでした。大きな事故もなく無事に終えること

ができました。参加者は、42.195kmのマラソンコー

スは8500人、9.8kmのファンランコースには1500

人と県内外から約１万人だったと聞いています。オリ

ンピックメダリストの招待選手や派手に仮装したラン

ナー、特に東佐賀病院職員のランナーに出会えた時

は応援に熱が入りました。救護と応援に忙しく楽し

い一日でした。みなさんも来年の「さが桜マラソン

2018」へランナーまたはスタッフとして参加してみ

てはいかがですか。

副看護師長　佐田　里穂さが桜マラソンに参加して
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職場
紹介
職場
紹介

　当検査科は、臨床検査

技師６名で構成され、生

理検査部門、細菌検査部

門、検体検査部門の３部

門に分かれています。常

に各部門をお互いにカバーできる体制をとり、各診

療科に迅速かつ正確な検査結果を報告できるように

心掛けています。

　生理検査部門では、心電図や肺機能検査、脳波検

査、心臓や腹部のエコー検査を行っています。直接患者様と触れ合うため、十分な説明や声掛けを意識しな

がら検査を進めています。

　細菌検査部門では、インフルエンザ、ノロ・ロタ、アデノ､RSウイルスなどの迅速検査、一般細菌や結核

菌の培養・同定・感受性検査を行っています。また平成27年６月より、結核菌迅速遺伝子診断検査のLamp

法を導入し、結核菌の診断に迅速に貢献できるようになりました。

　検体検査部門では、血液検査・尿検査・生化学検査・輸血検査を行っていますが、外来患者様の採血検体

は主に午前中に集中しているので、15分間隔で検体の回収を行い、迅速報告に努めています。

　チーム医療については、糖尿病教室、NST、ICTなどに積極的に参加し、検査情報の発信を行っています。

継続事業として、毎年花粉情報を２月から４月まで佐賀県医師会へ報告しています。

　本年度も引き続き各事業に積極的に参加し、効率的な運営に努め、診療支援を進めていきたいと思います。

研究検査科の紹介

人 事 異 動 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　personnel changes
◆転入者

日　　付 氏　　　名 職　　　名 職　場　名 転　入　元
H29.  7.  1 原 　 秀 憲 専 門 職 企 画 課 嬉 野 医 療 セ ン タ ー

◆退職者
日　　付 氏　　　名 職　　　名 職　場　名
H29.  6.30 笠 　 昭 子 療 養 介 助 員 2 病 棟
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《ご利用方法について》
１. ご紹介いただく場合について

　 「診療情報提供書（当院様式以外のものでも結構です）」に必要事項をご記入いただき、ファックス
にてご連絡下さい。診療情報提供書をすぐに送信いただけない場合は、直接、新患担当医師又は各診
療担当医まで電話にてご連絡下さい。その場合の診療情報提供書は、できるだけ患者様が受診される
日時までに、地域医療連携室までFAXいただきますようお願い致します。

２. 緊急時のご紹介について
　緊急を要するご紹介は、直接各診療科医師へご連絡下さい。
　患者様の症状などを医師同士でご確認していただくことにより、受入体制、各種検査室の手配など
迅速に対応できます。また、救急搬送によるご依頼の場合には、救急当番医師が対応致します。

３. 患者様へのご説明について
　受診当日に「予約案内書」「診療情報提供書」「健康保険証」をご持参のうえ、外来受付窓口へご提出
いただきますよう説明をお願い致します。

４. ご報告について
　診療結果につきましては、地域医療連携室または担当医から、ファックス若しくは郵便にて速やか
にご報告申し上げます。なお、報告がないようでしたら地域医療連携室までご一報下さい。

５. 入院のご依頼について
　入院をご希望の場合でも、いったん当院の医師の診察後に決定させていただきますので、ご理解の
程お願い申し上げます。なお、緊急の場合は直接各診療科へお電話いただき、担当医にご相談いただ
きますようお願い致します。

６. その他
　お問い合わせ、ご不明な点やご意見ご要望等がございましたら、いつでもご遠慮なく「地域医療連
携室」へお知らせ下さいますように、お願い申し上げます。

代　表：TEL 0942（94）2048 内線309
直　通：TEL／FAX 0942（94）3748〔FAXは24時間受付〕
E-mail：renkei-56@hosp.go.jp

＜平日／午前８時30分～午後５時15分＞

ご連絡は下記のファックス又は電話をご利用下さい。

※平日午後５時以降及び土・日・祝祭日受付分は、翌日など出来るだけ早急に返事を送らせていただきます。

独立行政法人国立病院機構東佐賀病院地域医療連携室

地域医療連携室のご案内
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診 療 科 目 月 火 水 木 金

内

科

新 患 貞松 　篤（循環器）
小林 弘美（呼吸器）

千布 　節（呼吸器）
髙木 佑介（糖尿病）

大井 順二（消化器）
田中 直寛（循環器）

犬山 正仁（呼吸器）
吉村 昌也（消化器）

大﨑 光彦（内　科）
那須 俊甫（糖尿病）

再
来

呼 吸 器 千布　　節 小林　弘美 小林　弘美
犬山　正仁 千布　　節

消 化 器 吉村　昌也 大井　順二 大井　順二 吉村　昌也
循 環 器 貞松　　篤 貞松　　篤 田中　直寛 田中　直寛
内 科 大﨑　光彦 大﨑　光彦

糖尿病・内分泌 髙木　佑介 那須　俊甫 那須　俊甫 髙木　佑介 重本 里美（9：30～）

専
門

甲 状 腺
肝臓専門外来 桑代　卓也

外
科

消 化 器 北島　吉彦
脇山　幸大 北島　吉彦 脇山　幸大 北島　吉彦 脇山　幸大

呼 吸 器 辻　　博治 辻　　博治 辻　　博治 辻　　博治

乳 腺 外 科
（予約制）

北島　吉彦
脇山　幸大

（午後1：30～予約制）

小
児
科

一 般

午
前 山本　修一 荒牧　修一 上野　知香 山本/中西 横田　吾郎

午
後 当番制 荒牧　修一 当番制 沖　眞一郎 今吉美代子

専
門 アレルギー 午

後
山本/田中
（予約制）

上野　知香

整
形
外
科

一 般 本岡　　勉
北島　雄人 本岡　　勉 本岡　　勉 本岡　　勉

北島　雄人 北島　雄人

専
門

骨粗しょう症
関 節 上通由紀子 上通由紀子 北島　雄人 上通由紀子 上通由紀子

形 成

放 射 線 科 牛見　　陽 牛見　　陽 牛見　　陽 牛見　　陽 牛見　　陽

消 化 器 内 視 鏡 大井　順二 吉村　昌也 吉村　昌也 脇山　幸大 大井　順二

呼 吸 器 内 視 鏡 辻　　博治

心 エ コ ー

眼 科 午後 午後

● 栄養相談は、月曜日～金曜日まで毎日行っています。
● 金曜日の乳腺外来は予約制ですので、事前に外科外来にご予約下さい。
● 小児アレルギー外来は、小児の喘息、アレルギー性鼻炎やアトピーなどの診察、相談を行っています。
　 小児アレルギー外来、予防接種は予約制ですので事前に小児科外来へご予約下さい。
● 眼科外来は、当院にて治療中の患者様に限ります。

当面の間休診いたします。

外来診療担当医表
（受付時間）月曜日 ～ 金曜日（祝日を除く）

新患・再来／8：30～11：30　※急患はこの限りではありません

小児科受診の新患・再来／８：30～11：30、14：00～16：30
FAX 0 9 4 2 - 9 4 - 3 1 3 7

ホームぺージ http://www.higashisaga-hosp.jp
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地域医療研修センターのご案内
　本センターは医療従事者の方であれば利用者の職種は問いません。
　病院の職員をはじめ地域住民の皆様、及び医療機関の皆様、講演会・研修会・勉強会等医療・健康に関する
コミュニケーションの場としてご利用下さい。

●お申し込み・お問い合わせ先 ●

東佐賀病院
管理課庶務係 ☎0942（94）2048

（内線333又は 219）

病 院 ア ク セ ス マ ッ プ病 院 ア ク セ ス マ ッ プ

1. JR長崎本線普通列車「中原駅」下車。
 南へ徒歩15分（1.4km）
 ●鳥栖駅～中原駅間　約 9分
 ●佐賀駅～中原駅間　約17分

2. 西鉄バス〔西鉄久留米〕～〔鳥栖駅〕間
 （あやべ経由41番）の「東佐賀病院前」
 にて下車。
 ●西鉄久留米より　約30分
 ●JR久留米より　  約20分
 ●JR鳥栖より　　  約30分

3. 九州自動車道及び長崎自動車道
 ●鳥栖インターより（国道34号線経由）　  約30分
 ●東脊振インターより（県道31号線経由）  約20分

至福岡

長崎自動車道

至
福
岡

九
州
新
幹
線

新
鳥
栖
駅

鳥
栖

中原

至
久
留
米至久留米至佐賀

至佐賀

国道

県道

至長崎

中原橋

綾部東 養父町

轟木二本黒木

東寒水

板部

280

136385

22

31

17

中副

東脊振インター東脊振
IC 鳥栖ＪＣＴ

三田川町田手

佐賀JRA

綾部神社前

三養基高校
入口

Ｊ
Ｒ
鹿
児
島
本
線

ＪＲ長崎本線

九
州
自
動
車
道

至大分

老健施設
夢 の 里

県立三養基
高 校

特別支援
学 校

希望の家

西消防署コンビニ

コンビニ

独立行政法人国立病院機構

東佐賀病院

34

３

Ｎ

　第45号では、巻頭に下山孝俊元院長の瑞宝中綬章について掲載させて頂きました、
心からお慶びもうしあげます。その他に永年勤続表彰、看護の日、リハビリテーション
科紹介、さが桜マラソンに参加しての記事が主な内容になります。職場紹介は、研究検
査科に担当してもらいました。検査科の皆様、日々の業務大変おつかれさまです。

　今後も、様々な行事や、職員の活動の様子を通して、活躍の場が広がることを期待したいと思います。
（編集委員長　髙木　佑介）　

編 集 後 記


